
　　　

(１）教育長・教育委員名

	職　　　名
	氏　　　名
	選 任 年 月 日
	住　　所

	教育長
	宮　管　　玲
	平成２８年　４月　１日
	豊永33-37

	代表委員(職務代理者）
	松　平　範　慶
	平成１７年１０月　１日
	緑町８

	委　員
	松　田　真　理
	平成２０年　９月２１日
	豊永64-45

	委　員
	迫　田　浩　司
	平成２４年１０月　１日
	大昭90-3

	委　員
	金　田　美喜恵
	平成２６年１１月１０日
	活汲136


（２）委員会開催状況

	期　　日
	出　席

委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	Ｈ30. 4.19
	４
	報告・教育長の報告

・寄附・寄贈品の報告
議案・津別町教育支援委員会委員の委嘱について

・津別町奨学審査委員会委員の委嘱について
・平成３０年度津別町要保護、準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に関する認定について

・津別町教育委員会顕彰について

協議・学校における働き方改革「北海道アクション・プラン」について

・津別町庁舎等建設審議会委員の推薦について
その他・平成３０年度全国学力・学習状況調査について
　　　・平成３０年度教育委員会議の年間日程について

	Ｈ30. 5.24
	４
	報告・教育長の報告

　　・津別町学校評議員の委嘱について

議案・津別町学校給食センター運営委員会委員の委嘱について
・平成３０年度津別町奨学生の認定について
・平成３０年度津別町要保護、準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に関する世帯の認定について

・津別町立学校管理規則の一部を改正する規則の制定について

・津別町立学校職員服務規程の一部を改正する規程の制定について

・修学旅行の引率業務等に従事する津別町立学校職員の勤務時間の割り振り等に関する要領の一部を改正する要領の制定について
協議・津別町立学校の部活動の休養について（案）

	期　　日
	出　席

委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	Ｈ30. 6.29
	４
	報告・教育長の報告

　　・寄付・寄贈品の報告

議案・平成３０年度津別町要保護・準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に関する認定について
その他・平成３０年度　津別町特別支援教育就学奨励費補助について

・平成３０年度　津別町の教育について

・平成３０年度　合宿受入れスケジュールについて

	Ｈ30. 7.24
	３
	報告・教育長の報告

　

その他・平成３０年度　第１回学校給食センター運営委員会
　　　　結果について


	Ｈ30. 8.29
	４
	報告・教育長の報告

諮問・津別町文化賞・スポーツ賞顕彰者の選考について
議案・平成３１年度使用小学校教科用図書（道徳以外）の採択について

・平成３１年度使用小・中学校特別支援学級教科用図書（一
般図書）の採択について

・平成３１年度使用中学校教科用図書（道徳）の採択につ
いて
・津別町教育委員会点検・評価報告について
その他・公設民営塾夏期講習結果について

・平成３０年度スポーツ合宿の状況について

・南アルプス・船橋青少年交流事業の結果について

・平成３１年度主要事業ヒアリング結果について

・二水郷中学生交流事業の経過報告について

	Ｈ30. 9.27
	４
	報告・教育長の報告

議案・平成３０年度津別町文化賞・スポーツ賞の顕彰について

・平成３０年度要保護・準要保護児童生徒の認定及び就学援助費の扶助に係る世帯の認定について
協議・総合教育会議の開催について
　　

その他・震災による停電時の学校対応についての経過報告

・北見ブロック教育委員研修会について

	期　　日
	出　席

委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	Ｈ30.10.24
	４
	報告・教育長の報告

諮問・心身に障がいを有する児童生徒の就学指導に係る諮問について
協議・総合教育会議の開催について

・北見ブロック教育委員研修会について
その他・二水郷中学生交流事業について
・トレーニング室増築工事について

・つべつ紅葉マラソン大会の中止について

・オール津別産給食の実施について

	Ｈ30.11.22
	３
	報告・教育長の報告

議案・津別町スポーツ推進委員の委嘱について
協議・津別町教育大綱（案）基本方針と施策の展開方法について

・北見ブロック教育委員研修会について
その他・１２月定例議会教育委員会関係補正予算について
　　　

	Ｈ30.12.18
	３
	報告・教育長の報告

議案・津別町教育委員会顕彰について
協議・不適切な事務処理について最終報告
その他・北見ブロック教育委員研修会結果報告
　　　

	Ｈ31. 1.28
	４
	報告・教育長の報告

　　・平成３１年度予算ヒアリング結果について
議案・平成３１年度心身に障がいを有する児童生徒の就学について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　

協議・生活改善センター名称変更に係る条例等の改正について

・スクールバス運行について
　　



	期　　日
	出　席

委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	Ｈ31. 2.25
	４
	報告・教育長の報告

・寄付・寄贈品の報告について
議案・津別町立学校管理規則の一部を改正する規則の制定に

ついて

・津別町教職員住宅管理規則の一部改正について

・津別町生活改善センター条例施行規則の一部改正について

・津別町教育委員会事務局組織規則の一部改正について

・平成３０年度津別町要保護・準要保護児童生徒の認定
及び就学援助の扶助に関する世帯の認定について

・平成３１年度教育行政方針の決定について
協議・スクールバス最上線の試験運行について

・図書館建設スケジュール（案）について

・学校給食アンケート集計結果について

・小中高等学校卒業式の日程調整について

・教職員着任式の日程について
その他・津別町教育専門員の設置について

・台湾二水郷中学生交流事業の実施結果について

・公設民営塾冬期講習会結果報告について

・津別高校の入学出願状況について

・教育４者送別会及び歓迎会の日程について

	Ｈ31. 3.25
	４
	報告・教育長の報告

　　・寄附・寄贈品の報告

・初任者研修に係る指導教員の任命について

・非常勤講師の発令について

・教職員の人事異動について

・平成30年度津別町社会教育実績報告について
議案・津別町教育委員会事務局組織規則の一部改正について

・津別町教育委員会事務執行規程の一部改正について

・津別町教育委員会事務局処務規程の一部改正について

・津別町教職員懲戒等審査委員会の設置に関する規程の
一部改正について

・津別町学校給食に関する業務処理要領の一部改正について

・津別町立学校職員のハラスメントの防止に関する要綱の
制定について

・修学旅行の引率業務に従事する津別町立学校職員の勤務
時間の割り振り等に関する要領の一部改正について

・平成３１年度心身に障がいを有する児童生徒の就学について
協議・小・中・高等学校入学式の日程調整について

・公設民営塾の通年化について
その他・教職員着任式及び歓迎会の出席について

	開催概要
	・津別町教育委員会議は公開し原則として毎月１回開催し、「地方教育行政の組織運営に関する法律」及び「教育委員会事務委任規則」、「津別町教育委員会会議規則」に基づき審議を行った。


（３）規則等の制定状況

	番　　号
	題　　　　　　　名
	公布月日
	施行月日

	規　　　　則
	第１号
	・津別町立学校管理規則の一部を改正する規則
	30.2.21
	29.1.1

	
	第２号
	･津別町立学校管理規則の一部を改正する規則
	30.3.30
	29.4.1

	
	第３号
	・津別町立学校管理規則の一部を改正する規則
	30.5.24
	28.4.1

	訓　　令
	第１号
	・津別町立学校職員の自家用車の公用使用に関する要綱の一部を改正する要綱
	30.3.30
	29.3.1

	
	第２号
	・津別町立学校職員服務規程の一部を改正する規程
	30.5.24
	29.3.1

	
	第３号
	･修学旅行の引率業務等により従事する津別町立学校職員の勤務時間の割り振り等に関する要領の一部を改正する訓令
	30.5.24
	29.3.29

	告示
	第１号
	・第１回　津別町教育委員会議の招集について
	30.1.22
	30.1.29

	
	第２号
	・第２回　津別町教育委員会議の招集について
	30.2.14
	30.2.21

	
	第３号
	・第３回　津別町教育委員会議の招集について
	30.3.20
	30.3.20

	
	第４号
	・第４回　津別町教育委員会議の招集について
	30.4.11
	30.4.19

	
	第５号
	・第５回　津別町教育委員会議の招集について
	30.5.16
	30.5.24

	
	第６号
	・第６回　津別町教育委員会議の招集について
	30.6.22
	30.6.29

	
	第７号
	・第７回　津別町教育委員会議の招集について
	30.7.18
	30.7.24

	
	第８号
	・第８回　津別町教育委員会議の招集について
	30.8.23
	30.8.29

	
	第９号
	・第９回　津別町教育委員会議の招集について
	30.9.20
	30.9.27

	
	第１０号
	・第10回　津別町教育委員会議の招集について
	30.10.19
	30.10.24

	
	第１１号
	・第11回　津別町教育委員会議の招集について
	30.11.13
	30.11.22

	
	第１２号
	・第12回　津別町教育委員会議の招集について
	30.12.14
	30.12.18


（４）委員の活動状況

　 教育委員会議以外の活動状況（教育長を除く）

	日　　付
	活　　動　　内　　容
	委　　員　　名

	Ｈ30.4.4
	　教職員着任式
	全教育委員

	Ｈ30.4.6
	　津別小学校入学式
	松平代表委員

松田委員

迫田委員

	Ｈ30.4.6
	　津別中学校入学式
	松平代表委員

松田委員
迫田委員

	Ｈ30.4.9
	　津別高等学校入学式
	松平代表委員

松田委員

	Ｈ30.7.11～12
	　北海道市町村教育委員研修会(札幌市)
	松平代表委員

松田委員

	Ｈ30.11.30
	　北見ブロック教育委員研修会
	全教育委員

	Ｈ30.12.6
	　オホーツク管内教育委員大会
	松平代表委員

松田委員
金田委員

	Ｈ30.1.13
	　成人式
	松平代表委員

松田委員

迫田委員

	Ｈ31.3.1
	  津別高等学校卒業式
	松平代表委員

松田委員

迫田委員

	Ｈ31.3.15
	　津別中学校卒業式
	全教育委員

	Ｈ31.3.20
	　津別小学校卒業式
	松平代表委員

松田委員


-
２　平成３０年度予算の状況

（１）学校教育関係費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項　　目
	平成３０年度
	平成２９年度
	増　　減
	構成比（％）

	教育総務費
	１５８，２９４
	１２５，４７０
	３２，８２４
	５５．０

	
	教育委員会費
	２，００６
	２，０２０
	△１４
	

	
	事務局費
	９５，８１８
	８５，１６３
	１０，６５５
	

	
	義務教振興費
	４，０９８
	３，６３０
	４６８
	

	
	語学指導助手招致事業費
	５，４２１
	６，９２７
	△１，５０６
	

	
	スクールバス運行費
	５０，９５１
	２７，７３０
	２３，２２１
	

	小学校費
	４２，８４１
	４７，２０９
	△４，３６８
	１４．９

	
	学校管理費
	２５，８４６
	３０，６７１
	△４，８２５
	

	
	教育振興費
	１６，９９５
	１６，５３８
	４５７
	

	中学校費
	３４，９４９
	３４，７５８
	１９１
	１２．２

	
	学校管理費
	２６，７３４
	２２，３４９
	４，３８５
	

	
	教育振興費
	８，２１５
	１２，４０９
	△４，１９４
	

	保健体育費
	５１，６０１
	５３，１２４
	△１，５２３
	１７．９

	
	学校保健費
	２，９９９
	３，１８４
	△１８５
	

	
	学校給食費
	４８，６０２
	４９，９４０
	△１，３３８
	

	合　　計
	２８７，６８５
	２６０，５６１
	２７，１２４
	１００.０


３　学校教育の推進

（１）　小・中学校教育の推進

①　学習・生活支援員の配置（継続事業）　　　　　　　　　　　８，４０７千円

	事業目的
	・各小中学校では、特別支援学級及び通常学級に在籍している児童・生徒の中で、特に支援が必要な児童・生徒が増加する傾向にあり、個に応じた支援体制により基礎・基本の学習の定着を図る。

	事業概要
	・学習・生活支援員の配置を行い個に応じた支援体制を整備する。

　津別小学校（平成１６年１名・平成１７年～平成２５年まで２名・平成２６年度からは３名・平成２８年度は４名・平成２９年度は５名・平成３０年度は６名体制）

　津別中学校（平成２４年度～平成２５年度は２名・平成２６年度からは３名・平成２８年度は２名・平成２９・３０年度は１名体制）

	成果と課題
	・児童・生徒の個別指導・見取り等が可能となっているが、年々増加する人数に体制の整備が追い付かない場面もでてきている。

臨時教員の確保が課題である。


②　 就学援助費交付状況（継続事業）　　　　　　　　　　　　２，９８０千円
	事業目的
	・経済的理由によって就学困難と認められる児童・生徒の保護者に必要な援助を行い義務教育の機会均等を図る。

	事業概要

要保護・準要保護児童生徒援助費
	区　　　分
	援 助 品 名
	小　学　校
	中　学　校

	
	学用品費
	学習に必要な文房具
	27人
	295,972
	8人
	176,700

	
	通学用品費
	靴・傘　等
	24人
	52,592
	6人
	13,195

	
	新入学用品費
	カバン・制服等
	5人
	216,000
	0人
	0



	
	校外活動費
	交通費や見学料
	6人
	13,500
	7人
	14,779

	
	修学旅行費
	旅行経費
	3人
	70,365
	1人
	59,283

	
	通学費
	ことばの教室等
	0人
	0


	0人
	0

	
	体育実技用具
	体育実技用具等
	8人
	208,160
	2人
	74,680

	
	学校病医療費
	政令で定める疾病
	3人
	13,347
	0人
	0

	
	給食費
	給食代
	27人
	1,194,666
	8人
	420,996

	
	ＰＴＡ会費
	ＰＴＡ会費
	20人
	67,326
	6人
	23,075

	
	クラブ活動費
費
	クラブ活動費用

	―


	―
	4人
	59,200

	
	生徒会費
	生徒会費
	―
	―
	8人
	6,730

	
	合　　計
	
	
	2,131,928
	
	848,638

	成果と課題
	・保護者へ制度周知を図り随時申請を受け付け円滑な認定（援助）に努め必要な認定を行った。

・学校長及び民生児童委員から意見を聞いて判定しているが、生活状況の把握が難しい現状にあるため、関係機関と連携を深め適切な認定に努める。


③ 特別支援教育就学奨励補助事業（継続事業）　　　　　　　　　　　９２４千円

	事業目的
	・津別町立小学校及び中学校に開設している特別支援学級に在籍している児童生徒の保護者に対し、就学奨励補助を行うことにより、特別支援教育の推進を図り、児童生徒の教育機会の均等を保障し、義務教育の円滑な実施に資することを目的に、平成２２年度より継続している。

	事業概要
	・就学奨励補助として、学用品費、通学費、修学旅行費、体育実技用具費、新入学児童生徒学用品費、学校給食費について、毎年度国が定める国庫補助単価額と、学校及び教育委員会が徴収する額の１/２を保護者へ補助する。小学校費766千円、中学校費158千円

	成果と課題
	・特別支援の児童生徒の教育機会の均等が保障されるとともに、保護者の負担軽減が図られている。


　
④ 教材・備品購入経費事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，９２５千円

	事業目的
	・小中学校の教材・備品等の整備充実を図る。

	事業概要
	・小学校指定教材等備品192千円、教材消耗品308千円

理科教材341千円、情報教材500千円
・中学校指定教材等備品621千円、教材消耗品269千円、
理科教材694千円

	成果と課題
	・各教科の教材を整備し学習環境の整備・充実が図られた。


　
⑤　語学指導助手事業（継続事業）　　　　　　　　　　　　　 ４，９０６千円
	事業の目的
	・自治体国際化協会を通して英語指導助手１名を招致し、児童生徒の英語力の向上、英会話を通してコミュニケーション能力や国際理解教育の推進を図る。

	事業概要
	・講師：ジョンソン・リー・クリストファー（アメリカ）～H30.7
　　　　ハラノ・スコット・クリストファー（アメリカ）H30.8～
・内容：小学校での外国語活動教育及び国際理解教育

　　　　中・高校の英語科授業及び国際理解教育等

	成果と課題
	・年度初めに各学校と打ち合わせを行い、学校派遣を行った。平成２８年度からこども園での活動も加え、今後とも小・中・高校と連携を図りながら効果的な学習活動の補助を行っていく必要がある。


⑥　全国学力・学習状況調査（継続事業）

	事業の目的
	・全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各学校が児童生徒の学力や学習状況をきめ細かく把握分析し、児童生徒への教育指導や学習状況の改善等を図る。平成１９年度より継続実施。

	事業概要
	・実施日時　４月１７日（火）
・対象学年及び科目

　　　小学６年生　国語Ａ・国語Ｂ・算数Ａ・算数Ｂ・理科
中学３年生　国語Ａ・国語Ｂ・数学Ａ・数学Ｂ・理科

	成果と課題
	・各学校で本調査の分析を行い領域別に課題を把握し、授業に対する考え方及び教材研究、研修体制の強化につながっている。


⑦ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査（継続事業）

	事業の目的
	・子どもの体力・運動能力等の状況に鑑み、国が全国的な子どもの体力・運動能力の状況を把握・分析することにより、子どもの体力・運動能力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。平成２０年度より継続実施。

	事業概要
	・実施期間　４月から７月末まで

・対象学年

　小学生　第５学年　中学生　第２学年の原則全児童生徒

	成果と課題
	・各学校において本調査結果の分析に基づき、課題等を踏まえて保健体育授業の改善に繋げ、適切な個別指導を行うことができる。


⑧ 木育授業（継続事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，２３６千円
	事業目的
	・津別町は木の町であり、木育については町の特性を生かす必要な教育と捉え、木の町に生まれ育った子どもたちが木に対する認識を新たにし、木や自然に対する親しみや、木の文化に対する理解を深めることによって、自然やふるさとを大切にする心を養う。

	事業概要
	・木育授業の対象学年は小学校３年生及び５年生と中学校１年生を対象としている。講師は札幌在住の煙山泰子氏を小学校、東京在住の中井秀樹氏が中学校を担当し、木のタマゴづくりや木のおもちゃづくりをしながら、木とふれあい、木に学び、木と生きる授業を実施している。

	成果と課題
	・児童・生徒の木材に対する親しみや木の文化への理解を深め、人と木や森との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育み、地球温暖化の防止や環境問題への意識を高めた。


⑨ 学校保健事業（継続事業）　　　　　　　　　　　　　　　　１，２５７千円

	検査項目
	対象児童生徒
	検査項目
	対象児童生徒

	内科検診 結核検診
	全児童生徒
	心臓検診(心電図)
	小１・中１年生

	歯科検診
	全児童生徒
	尿検査
	全児童生徒

	耳鼻科検診
	小４・中1年生
	
	

	眼科検診（視力検査）
	小１～小３年生　　その他の学年：気になる児童生徒

	成果と課題
	・児童生徒の健康診断により、疾病の予防措置を行い、また治療を指示することができる。

・検診結果に基づき児童生徒の発育や健康状態を正しく把握し、日常生活を含めた保健指導や相談業務の対応を図る。


（２）高等学校教育の推進
① 津別高等学校振興対策事業　　　　　　　　　　　　　　　２９，９８６千円

	事業目的
	北海道津別高等学校振興対策事業

	事業概要
	・平成８年より、地元唯一の高校の存続と特色ある教育活動のため、津別町振興対策協議会に対し支援を継続している。

・バス通学費補助、校納金・教科書等の補助を実施。
・平成２８年度より国公立大学入学一時金と制服購入費助成を行なう。

・平成２９年度より新たに公設民営塾による無料講習会を長期休業期間において実施する。　
・平成３０年度支援事業は、下記のとおり
区　分

金額(千円)

備考

海外研修

３，０７１
ニュージーランド　13日間

参加者　生徒５名　引率１名

通学費補助

８，５０６
H 8年度より実施

校納金

８００
H16年度より実施

教科書等

１，５４６
H16年度より実施

大学入学一時金
６００

H28年度より実施
制服購入費助成
１，９５１
H28年度より実施
振興対策協議会

３，４９７
特別講座事業、中高連携事業

地域連携事業、調査研究事業

公設民営塾講習会
１０，０１５
H29年度より長期休業中の実施
合　計

２９，９８６


	成果と課題
	・　町内中卒者数の減少等から平成２３年度より一間口となり、平成２４年度から地域キャンパス校となった。
・　振興対策協議会や町の支援と合わせて、校長始め教職員の努力もあり８年連続進路決定100％の達成、平成２０年度以降毎年国公立大学合格者を輩出するなど、その取組みは近隣の中学校や保護者にも認知されてきた。
・　今後も生徒確保には厳しい状況が続くが、津別高校の存続に向けて振興対策協議会への支援を継続するとともに、入学者確保に向けた新たな取り組みについて公設民営塾の通年化を含めて検討する必要がある。


　 
② 津別高等学校地域別入学者状況

	年　度
	町内中卒者数
	津別町
	北見市
	美幌町
	他市町
	入学者
	地元率

	２１
	５９
	３４
	１８
	４
	０
	５６
	57.6％

	２２
	６２
	２８
	１３
	０
	０
	４１
	45.2％

	２３
	５３
	２０
	７
	３
	０
	３０
	37.7％

	２４
	５１
	２５
	６
	０
	１
	３２
	49.0％

	２５
	５３
	１５
	２
	０
	１
	１８
	28.3％

	２６
	４１
	２２
	３
	２
	０
	２７
	53.7％

	２７
	４０
	１１
	５
	８
	１
	２５
	27.5％

	２８
	４９
	２０
	４
	１１
	０
	３５
	40.8％

	２９
	２８
	１９
	６
	７
	０
	３２
	67.9％

	３０
	３２
	１７
	１３
	１０
	０
	４０
	53.1％


③ 奨学金貸与状況　

	貸与件数
	貸与金額
	償還件数
	償還金額
	貸 与 内　訳

	８件
	２，２５０千円
	２９件
	３，５３０千円
	高校生　　０人

専門学校生　　３人

大学生　５人

	事業概要
	・教育の機会均等と教育の振興を図るため奨学金を貸与する。

・３０年度は、新規２名及び継続６名、合計８名の貸与を決定。

・専修学校、高等専門学校(4～5年)、大学以上の学生に月額２５千円

・高等学校、高等専門学校(1～3年)の学生に月額１０千円

・返還期間、学校卒業の翌年から10年以内に返還しなければなない

	成果と課題
	・　例年貸付件数は同等で推移していることから、特に大学進学に際しては有効なものとなっている。
・　近年、全国的な傾向として大学卒業後の奨学金返済が生活を圧迫し、そのことで大学進学を諦める例も発生していることから、貸付ではなく給付型の奨学金制度の検討や、若者の地元定着を後押しする観点から地元に就職した場合の償還免除など、検討する必要がある。


（３）学校給食の推進

①学校給食センター運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６千円
	期　　日
	出席委員数
	付　　議　　案　　件　　等

	H30. 7.13
	6
	議案：平成29年度学校給食実績について　　 他２件
報告：平成29年度寄贈状況について　　　　 他２件

	委員会概要
	・本委員会は、給食センターの適正かつ円滑な運営を図るため学校給食の基本的な事項及び給食センターの運営等について協議を行う。

	協議事項
	・給食費の銀行口座振替について


② 学校給食センター事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　４８，２９３千円

	事業目的
	・安全で安心な学校給食の提供により、児童生徒の身体に必要な栄養を摂取し、あわせて日常生活における正しい食事等を身に付けさせるため学校給食を実施する。

	事業概要
	・給食費：小学生２４０円、中学生２７６円（平成21年度改定）
　　　　　高校生２３７円（平成26年度開始）

・平成30年度給食提供数：387名（児童生徒332名・教職員等55名）

・給食主食の種類別週回数：米飯(３回)、麺類(１回)、パン(１回)

・オーガニック牛乳の供給：平成21年度より週１回提供

	成果と課題
	・現施設は、昭和５３年度の建設であり、施設改築が望まれるところではあるが、調理機器等の更新により安全な給食提供を継続しています。


　③ オール津別食材による給食提供　　　　　　　　　　　　　　　　２０２千円
	事業目的
	・全て地場産物の食材を使用することにより、子供たちが津別の食材及び学校給食に興味を持ち、郷土を愛する心の育成に寄与する。

	事業概要
	・各主食（米、パン、麺）１回の計３回でオール津別産食材給食を提供

　１１月２０日　牛丼・白菜のみそ汁・ヤーコンの即席漬け
オーガニック牛乳
　１１月２１日　スライスパン・かぼちゃのシチュー・牛肉コロッ
ケ・オーガニック牛乳

　１１月２６日　やさいみそラーメン・春巻き・ポテトサラダ
オーガニック牛乳

	成果と課題
	・給食センター発行の「食育だより」によりオール津別食材によるメニューを紹介し地産地消への理解や生産者に対する感謝の気持ちを学ぶ良い機会となった。今後、時期や提供回数を含め食育の推進を図る。



４　平成３０年度予算の状況

（１）社会教育関係費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項　　目
	平成３０年度
	平成２９年度
	増　　減
	構成比（％）

	社会教育費
	１４７，６８８
	１５４，３７９
	△６，６９１
	４７．２

	
	社教総務費
	５４，３７７
	６０，８４４
	△６，４６７
	

	
	社教振興費
	４３，２９７
	３８，００７
	５，２９０
	

	
	会館管理費
	５０，０１４
	５５，５２８
	△５，５１４
	

	保健体育費
	１９１，１２８
	１７２，５３７
	１８，５９１
	５２．８

	
	保体総務費
	１２，５２２
	１０，３９９
	２，１２３
	

	
	体育施設費
	１２７，００５
	１６２，１３８
	△３５，１３３
	

	合　　計
	３３８，８１６
	３２６，９１６
	１１，９００
	１００．０


５　社会教育の推進

（１）社会教育・体育事業
①社会教育委員研修事業
	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	北見・斜網地区

社会教育委員研修会
	Ｈ３０年１０月
	管内社会教育委員連絡協議会
	●講演「地域の担い手を育てるために今出来ること」講師　NPO法人　食の絆を育む会　理事長　近江　正隆　氏
●パネルディスカッション「後継者を育てる」コーディネーター　生涯学習推進局　主幹　会田　大祐　氏



	網走管内社会教育

振興セミナー
	Ｈ３０年１１月
	管内社会教育

委員連絡協議会
	●基調講演「『人』と『人』とを紡ぐ地域活性と社会教育の在り方～じゃがリンピックで「人」も「地域」も元気に！遠軽町白滝の挑戦～」講師　白滝じゃが生産部会加工班　代表　大久保　真由美氏



	成果と課題
	・研修事業等は、開催時期などにより委員全員が参加することは困難であるが、多くの委員が参加できるように日程調整など充分検討したい。












②少年期事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	放課後児童クラブ
	通　年
	教育委員会
	・留守家庭等の児童の放課後や土曜日などの居場所づくり。

	放課後子ども教室（子どもの居場所確保）
	通　年
	教育委員会
	・放課後や土曜日などに子どもの居場所を設け、学習、体験、交流等をする事業。

	放課後子ども教室

（体験事業）
	通　年
	教育委員会

津別町

ＪＡつべつ
	・土日や長期休日を活用して自然、文化、スポーツ、農業などの体験を中心とした事業。

	成果と課題
	・放課後や休日の子どもの居場所を設け、様々な体験をさせることができた。

・高学年の参加が少ないので、参加しやすい環境づくりやプログラムを研究していきたい。


③青年期事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	青少年海外

研修派遣事業
	Ｈ３０年１０月
	津別町海外研修実行委員会
	・津別高校生５名をニュージーランドに派遣し、ホームステイ等の体験をする事業。

	成果と課題
	・ホームステイを７日間実施。ホームステイし高校通学などの研修と施設見学により、充実した研修成果となった。

・英語力を向上させるため事前研修や事後研修を実施することで研修成果を活かせる機会の提供を図る。


④成年期事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	高齢者大学（寿大学）講座
	通　年
	教育委員会
	・月２回の講座、クラブ活動、自治会行事。

	成果と課題
	・生涯学習の一環として高齢者が持っている能力や経験を活かしながら、学習を通じて社会参加している。
・新入生を増やすため大学のＰＲと、より充実した学習内容の検討を図っていきたい。





⑤スポーツ推進委員研修事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	北見・網走ブロックスポーツ推進委員研修会兼
	Ｈ３０年１０月
	管内スポーツ推進委員連絡協議会
	"●講演「運動音痴が世界で戦う為にやってきたこと」　講師　加藤　大平　 氏（元ノルディック複合競技日本代表）

●実技「みんなのヨガ」　講師　南出　可奈子 氏（美幌町スポーツ推進委員）"



	オホーツク管内社会体育振興セミナー
	
	
	

	成果と課題
	・地域におけるスポーツの振興普及や指導者として必要な実習及び実技を研修し、生活の中に運動を取り入れ、健康増進、体力づくりへの関心を伝えた。
・今年度から実施したトレーニングルーム指導事業では、専門指導者配置の他に地域住民とのパイプ役のスポーツ推進を配置して実施した。専門指導者との連携により、利用継続するための相談窓口となり利用者増に大きく貢献した。






⑥各種大会事業　

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	紅葉マラソン大会
	Ｈ３０年１０月
	実行委員会
	・ハーフマラソン

１０km・５km・３km

	スケートイベント
	Ｈ３１年　１月
	教育委員会
	・スケート教室

・種目：１００～１０００ｍ

（個人・団体等）

綱引き（自由参加）

	スキーイベント
	Ｈ３１年　２月
	教育委員会
	・ワンポイントレッスン

・デュアルレース

　人間ボウリング

	歩くスキーの集い
	Ｈ３１年　２月
	教育委員会
	・置戸町パークゴルフ場内造設のコースを約１時間程度周回した。

	成果と課題
	・紅葉マラソン大会は、台風の影響により中止となった。
・各種事業において計画通り実施した。冬季イベントについては、競技性を薄くしレクゲームを取りいれ誰でも参加できる工夫をしたが、次年度に向けての更なる検討が必要。


⑦スポーツ教室・講習会事業
	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	水泳教室
	Ｈ３０年８月

　　　　　　計４回
	教育委員会
	・基本的な水泳能力を高め、また水に対する恐怖心を取り除く入門的な教室

	スケート教室
	Ｈ３１年１月

計３回
	教育委員会
	・正しい基本技術及び滑走の楽しさを身につける

	少年少女体力

測定会
	Ｈ３０年５月・１０月

　　　　　　　計２回
	教育委員会
	・７種目の測定により、自分の体力を知りスポーツ活動に目標を持ってもらう

	ジュニアスキー講習会
	Ｈ３１年２月
	教育委員会
	・講師を招き小学生・親子・小学校授業でスキー基礎技術を学ぶ

	アンチエイジング教室（夏）
	Ｈ３０年６月～７月
　　　　　　　計７回
	保健福祉課教育委員会
	・専門指導者によるストレッチ、筋力トレーニングの指導と保健師と栄養士による指導と学習要素を取り入れた教室

	水中エアロビクス教室
	Ｈ３０年７月～８月
計５回
	教育委員会
	・専門指導者によるアクアビクス教室

	アンチエイジング教室（冬）
	Ｈ３１年１月～２月

計７回
	保健福祉課教育委員会
	・専門指導者によるストレッチ、筋力トレーニングの指導と保健師と栄養士による指導と学習要素を取り入れた教室

	６０代の筋力アップ教室
	Ｈ３０年９月～１１月　　　　

　 計６回
	保健福祉課教育委員会
	・６０歳以上を対象　保健師による健康講話専門指導者による指導等学習要素を取り入れた教室

	転倒予防教室（前期）
	Ｈ３０年６月～９月

　計１４回
	保健福祉課教育委員会

（かるっちゃつべつ）
	・ストレッチ、筋力アップのためのトレーニング、

レクゲーム等で体力維持

	転倒予防教室（後期）
	Ｈ３０年１１月～

Ｈ３１年２月

　計１４回
	保健福祉課教育委員会

（かるっちゃつべつ）
	・ストレッチ、筋力アップのためのトレーニング、

レクゲーム等で体力維持

	コオーディネーショントレーニング体験会
	Ｈ３０年１２月
	教育委員会
	・実技トレーニング

・映像や資料を使った講義

	健康運動教室からだリセット
	Ｈ３１年１月～３月

計５回
	教育委員会
	・テニスボールを使ったかだほぐし、ストレッチ

	着衣水泳体験会
	Ｈ３０年６月
	教育委員会
	・水難事故に備え、着衣による泳ぎ方を学ぶ

	スポーツ

推進事業
	Ｈ３０年６・７・８月

　　計５回
	教育委員会
	・講師によるスポーツの指導（テニス・野球・バスケットボール・ラクビー）

	成果と課題
	・水泳、スケートは児童館事業とも連携しながら誰でも気軽に参加できる教室となっている。
・健康づくり事業は、保健福祉課との連携より、参加者の年代に隙間ができない調整ができている。
・専門指導者から指導を受けることで、運動が苦手な子どもも楽しくからだを動かすことができ、スポーツを取り組むきっかけともなった。



６　図書事業の推進

（１）図書事業
① 図書事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	読書チャレンジ（感想文・画コンクール）
	７月～１２月
	教育委員会
	・読書活動の推進と機会を与えるため、町内の小中学生を対象に、読書感想文（小学１・２年生は感想画）を募集し、その中から優秀作品を表彰する。

	移動図書配本事業
	通　　年

（年１２回）
	教育委員会
	・多くの本に触れる機会を増やし、感性豊かな心を育むことを目的として、小中学校、子ども園、児童館、ケアハウス等に定期的に配本している。

	ブックスタート事業
	通　　年

（年７回）
	教育委員会
	・乳幼児健診時に９ヶ月乳児の保護者に対し、絵本等を提供し、絵本を通じて親子の絆を深めることの大切さを伝える。

	ブックセカンド事業
	３月
	教育委員会
	・新１年生となる年長の子供たちに対して、絵本を贈呈

絵本を通して親子で本に親しみ、日常的な読書の推進につなげることを目的に実施"



	図書室まつり
	１２月
	教育委員会
	・古本市、お菓子づくり、図書室クイズ、エンゼルハープを奏でて読み聞かせ他

	成果と課題
	・移動図書は、今年度から司書が選書した思い等を記入し、貸出先の各学校からも意見をもらうなどキャッチボールすることで、内容の充実が図られた。



７　芸術文化の推進

（１）芸術文化事業
① 芸術文化事業

	事業名
	実施時期
	主催団体
	事　業　概　要

	青少年移動

芸術劇場
	Ｈ３０年９月
	教育委員会
	・ソプラノコンサート
　三塚直美氏（ソプラノ）

　秋田美穂子氏（ピアノ）
中学生・教員　８６人
一般公開　　　６０人

	子ども芸術劇場
	Ｈ３０年１１月
	教育委員会
	・子どもオペラ「ヘンゼルとグレーテル」

一般町民　１５０人
（芸術文化創造ネットワーク）

	第２３回日本フィルセミナー・コンサート
	Ｈ３０年８月
	津別町民

芸術劇場

教育委員会

津別町
	・日本フィル楽団員を講師に全国から集う受講生にセミナーを実施し、最終日にコンサートを開催する事業。

	第１１回つべつリコーダーセミナー
	Ｈ３０年１０月
	津別町民

芸術劇場

教育委員会

津別町
	・金子健治氏他３名の講師の講師を招聘し、全国からの受講生にセミナーを実施し最終日にはコンサートを開催する事業。


	成果と課題
	・日フィルセミナーやリコーダーセミナーについては、演奏曲に左右されることもあるが、参加者の固定化により交流人口の拡大にもつながっている。コンサートの入り込みについては、来場者の増加につなげる工夫もしながら、今後も優れた芸術鑑賞機会を提供したい。





・初めて実施した参加型の「子どもオペラ」は、親子を中心に子どもから高齢者の方まで多くの方に鑑賞していただいたことは、鑑賞事業への関心の高さと思われる。




８　児童館の推進
（１）児童館運営
 児童館一般利用状況
	　　　利用区分

利用状況
	児童クラブ
	一般児童利用
	乳幼児・保護者

　　地域住民等

	年間利用総児童数
	１０，４２６人
	３，４９９人
	１１０人

	1日平均利用人数
	４６．４人
	１１．９人
	０．４人

	事業概要
	・小中学生の健全で楽しい遊び場を提供し、こどもたちの心と身体の健やかな育成を図るための事業展開を行った。また乳幼児と保護者のプログラム（生涯学習課、保健福祉課、子育てサークル等）の会場として活用していただいた。

	成果と課題
	・アソビバ事業と合同実施により、活動範囲が広まり他団体との交流ができた。また、季節ごとの製作ものもマンネリ化してきたいることから、地域住民の協力を得て、製作や伝統文化に触れるプログラムも計画していきたい。


９　放課後児童健全育成事業
（１）放課後児童クラブの状況
① 放課後児童クラブ登録状況（対象児童：小学生）
	　 　クラブ名

児童数
	つべつ
	
	
	備　　　　考

	学区児童数
	１６１人
	
	
	

	登録児童数
	７２人
	
	
	

	加入割合
	４４．７％
	
	
	


② 放課後児童クラブ利用状況
	　　　クラブ名

利用状況
	つべつ
	
	
	備　　　　考

	年間利用総児童数
	１０，４２６人
	
	
	

	1日平均利用人数
	４６．４人
	
	
	

	事業概要
	・次世代を担う児童が、心豊かで健やかに育まれるよう努める。

	成果と課題
	・第二の家庭として安心安全な居場所を確保し、異学年等との交流を通じて、自主性、社会性等が身に付けられた。

・生活指導、学習サポート、遊びなどのプログラムの工夫しながら、更なる改善に向け研修等での学習が必要である。

・放課後児童クラブも利用者も増え、児童館手狭なことから活動の工夫が必要である。


③ 放課後子ども教室登録状況　
	　コース名

登録

児童数
	自然文化
	チャレンジ

キッズ
	緑の少年団
	農業体験・

だいち
	アソビバ・

つべつ

	津　別　小
	　　　　　「アソビバ・つべつ」に統合
	８７

	合　　計
	
	８７

	事業概要
	・放課後や週末を利用し、子どもたちの居場所つくりの一環で様々な体験活動を提供する事業である。津別町をより知ってもらうためのあらゆるフィールドを活用して年間約３０回程度実施している。

・子どもだけではなく、親子で参加できる事業や地域で活動している団体ボランティアに指導をいただいての事業等もあり、地域全体で楽しむ事業としても展開している。

	成果と課題
	・あまり外で遊ばなくなった子どもたちにとって、様々な体験事業は身体的・精神的に大きな刺激を与えている。集団活動での人との関わり方や、経験による個々の知識や技術向上にもつながっており、人間性や社会性を高めるなど、ますます重要性が高まっている。人や資源を通して津別のすばらしさを知り、津別から学ぶ楽しさを広める契機ともなっている。また、親子の体験は、親子のコミュニケーションの構築にもつながっている。

・習い事や少年団の活動などから、低学年の参加が多く高学年が参加できる事業などの検討。
・今後に向けては、児童クラブと連携した事業開催等を通じて、様々な体験事業を展開していきたい。


１０　体育施設管理の推進

（１）体育施設管理事業
① 体育施設営繕関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	工　　　事　　　名
	事業費
	工　　事　　概　　要

	運動広場野球場改修工事
	１５，１７４
	スタンドベンチ他改修工事

	修武館外構整備工事
	１，１７８
	正面入口玄関段差改修工事


② 体育施設管理委託関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	委 託 事 業
	委託料額
	委託先
	委　　託　　概　　要

	多目的

運動公園管理
	３３，９７７
	津別町

振興公社
	・芝生管理、除草、清掃、受付業務等

	温水プール

施設管理
	５，３７９
	津別町

振興公社
	・プールの清掃、施設管理、プール監視等

	スケートリンク

造成・管理
	９６３
	津別農友会
	・造成業務、管理業務

	ファミリー

スキー場管理
	１，７０５
	北見広域

森林組合
	・ファミリースキー場の管理、リフトの運行、管理着雪ネットの設置、撤去及びロッジ周辺、リフトコースの除雪

	体育施設等管理
	９，７５３
	津別町

振興公社
	・本岐地区多目的公園、達美野球場、町民ゲートボール場、修武館、農業者トレーニングセンター芝生管理、除草、清掃、整地等

	トレーニング

センター管理
	７，９３６
	津別町

振興公社
	・施設の管理業務（利用受付、電話、その他施設管理に関する業務）

	グレステン

スキー場管理
	５４０
	津別町

振興公社
	・施設の利用、設備の維持管理等


１１　スポーツ合宿実績
	チーム名
	IN
	OUT
	選手
	ｽﾀｯﾌ
	ﾏﾈ
	計
	泊
	日
	泊延人
	延人員
	備　　　　　考

	北見工業高校男子バレー部
	4月27日
	4月29日
	20
	2
	1
	23
	2
	3
	46
	69
	バレー

	訓子府少年団
	4月29日
	4月30日
	17
	7
	0
	24
	1
	2
	24
	48
	野球

	北見北光中女子バスケ
	5月2日
	5月4日
	11
	1
	0
	12
	2
	3
	24
	36
	バスケ

	ＪＳＳきたみ・釧路
	5月3日
	5月5日
	32
	3
	0
	35
	2
	3
	70
	105
	水泳

	津別・留辺蕊・斜里高校野球
	5月3日
	5月5日
	10
	3
	1
	14
	2
	3
	28
	42
	野球

	帯広若葉
	5月5日
	5月6日
	31
	4
	19
	54
	1
	2
	54
	108
	バスケ

	津別・留辺蕊・斜里高校野球
	6月9日
	6月10日
	12
	4
	3
	19
	1
	2
	19
	38
	野球

	津別・豊富・斜里高校野球
	6月16日
	6月17日
	20
	5
	4
	29
	1
	2
	29
	58
	野球

	ＭＢＡバトン
	6月16日
	6月17日
	25
	1
	0
	26
	1
	2
	26
	52
	バトントワリング

	玉越レーシング
	7月14日
	7月16日
	11
	3
	0
	14
	2
	3
	28
	42
	グレステンスキー

	旭川明成高校野球部
	7月25日
	7月29日
	45
	4
	2
	51
	4
	5
	204
	255
	野球

	北見北光・佐呂間中学校
	7月26日
	7月29日
	17
	2
	0
	19
	3
	4
	57
	76
	バスケ

	ＮＴＴコミュニケーションズ
	7月28日
	8月6日
	45
	21
	0
	66
	9
	10
	594
	660
	ラグビー

	網走桂陽高校
	8月1日
	8月2日
	32
	2
	0
	34
	1
	2
	34
	68
	バスケ

	北広島西高校
	8月4日
	8月8日
	25
	3
	3
	31
	4
	5
	124
	155
	サッカー

	Ａプラス
	8月8日
	8月10日
	6
	1
	0
	7
	2
	3
	14
	21
	グレステンスキー

	帯広工業高校
	8月8日
	8月10日
	19
	3
	3
	25
	2
	3
	50
	75
	ラグビー

	大阪産業大学
	8月8日
	8月13日
	26
	3
	0
	29
	5
	6
	145
	174
	バスケ

	Ａプラス
	8月8日
	8月10日
	6
	1
	0
	7
	0
	0
	0
	0
	グレステンスキー

	筑波大学
	8月9日
	8月23日
	89
	10
	3
	102
	14
	15
	1,428
	1,530
	ラグビー

	札幌工業高校
	8月9日
	8月12日
	26
	3
	0
	29
	3
	4
	87
	116
	バスケ

	名城大学
	8月13日
	8月24日
	65
	3
	1
	69
	11
	12
	759
	828
	ラグビー

	チーム１４
	8月24日
	8月26日
	9
	1
	0
	10
	2
	3
	20
	30
	グレステンスキー

	マックススキー
	9月1日
	9月2日
	12
	0
	0
	12
	1
	2
	12
	24
	グレステンスキー

	玉越レーシング
	9月15日
	9月17日
	26
	2
	0
	28
	2
	3
	56
	84
	グレステンスキー

	帯広畜産大
	9月28日
	9月30日
	24
	0
	0
	24
	2
	3
	48
	72
	グレステンスキー

	チーム１４
	9月28日
	9月30日
	9
	1
	0
	10
	2
	3
	20
	30
	グレステンスキー

	砂川高校スキー部
	9月28日
	9月28日
	3
	1
	0
	4
	0
	1
	0
	4
	グレステンスキー

	ミズノジュニア
	10月6日
	10月8日
	29
	6
	0
	35
	2
	3
	70
	105
	グレステンスキー

	Ｒ&Ｉ
	10月6日
	10月8日
	4
	1
	0
	5
	2
	3
	10
	15
	グレステンスキー

	計
	　
	30
	
	　
	　
	847
	　
	　
	4,080
	4,920
	　

	成果と課題
	・現在夏合宿が中心となっているが、競技種目の拡大を図り、季節を問わない施設利用等の平準化を目指したい。
・グレステンスキー講習会の参加者も、スキーシーズンに向けてのトレーニングとしてスポーツ合宿誘致にも繋がった。


学　識　経　験　者　意　見

教育相談員　廣 　部　 純　 栄
平成３０年度教育行政方針及び点検評価報告書に基づき説明を受け、考え方や各事業等について感じた事を述べさせていただきます。

教育委員会議については、従前通り開催し、関係例規の改正、児童生徒の学力向上を図るための環境構築について議論され、津別町の教育方針に則り、実施に向けて取り組まれており、会議以外の行事参加についても精力的に参加されていることが確認できました。
学校教育では、豊かな心を育むために、道徳の時間はもとより、一人ひと

りのよさを褒め励ます学校の全教育活動を通じてコミュニケーション力を高め、生命を大切にする心や他人を思いやる心、善悪の判断等の規範意識を身に付けさせることを重視した取り組みがなされていると感じました。

支援が必要な児童・生徒に対する学習支援員の配置は津別町独自の取組みとして今年も実施しており、小学校では１名増員の措置が取られていますが、支援を要する児童が年々増加する傾向のなかで、教職員の定数等を含め検討の必要があると感じます。
平成３２年度から新学習指導要領に移行することに伴ない、小学校においては今後も引き続き、全ての外国語活動の時間にＡＬＴを派遣し、担任とのティームティーチングによる活動の充実が図られています。語学指導助手ジョンソン・リー・クリストファー氏の後任のハラノ・スコット・クリストファー氏も、人柄的に問題もなく実践活動を行なっていると感じました。
教材・備品購入については、小中学校の要望を踏まえて、主に理科教育設備整備費等補助金事業対象備品及び吹奏楽備品の購入について町当局の理解のもと子ども達の教育環境が整備されております。

　木育授業は、愛林の町を宣言している木の町に生まれた子ども達が、授業として木の文化に対する理解を深め、自然やふるさとを大切にする心を養うことが小中学校を通して実施しており、今後も継続して実施すべき望ましい授業と思います。

今後とも家庭や地域と連携を図り豊かな心の育成と学力向上に鋭意努力されますよう期待します。

津別高等学校振興対策については、町内外の生徒確保を念頭に、８年連続進路１００％達成など生徒の夢や希望をかなえる魅力ある学校として津別高校の特色が定着しつつあり、新たに公設民営塾による長期休業中での無料講習会実施など津別高校の存続に向けて津別高等学校振興対策協議会とも連携し、津別高校存続に全力で取組んでいただきたいと思います。

　
学校給食の推進では、内容の充実を図るため、児童生徒へのアンケートの実施や学校給食センター運営委員会との協議を踏まえての対応することや食を通じて地場産品の理解を深めるため、町内生産者と提携しオール地場産品の食材による給食の回数を増やすなど食育としての取り組みも視野に入れながらの利用拡大を望みます。また、老朽化した学校給食センターの改築が喫緊の課題であり、児童生徒の食の安心・安全のためにも運営方式も含め、早急な検討が必要と思います。
　社会教育では、自主参加が原則である事から人口減少と少子高齢化により各種行事やサークル活動、寿大学など、参加者の減少に苦慮している状況にあります。特に少年期の児童は、一人で複数の行事にかけもち参加する状況にあり、参加者も固定化しているのが懸念されるところでありますが、社会教育人材バンク「まなぴーぷる」等の応援によりバランスのとれた活動ができる環境の構築に期待します。
心の豊かさを実感し、健康で潤いのある生活を過ごせるよう、「いつでも、どこでも、だれでも」文化活動やスポーツ活動に参加できる環境づくりを目指し、幼少期から高齢期まで生涯にわたって学び続けることができるよう、各種講座の開設や充実に努められており、増築したトレーニングルームにはランニングやウォーキング用の運動器具を設置し、幅広い年齢層の利用者のニーズに応え、健康づくりを支援する基盤整備がなされていました。
　図書事業の推進については、引き続き古い蔵書を整理しながら空間の創出やレイアウトの工夫に努めます。学校と連携して「よむ日のススメ」を家庭・地域に奨励するとともに、読書の履歴を記録する「読書通帳」のシステムを導入し、図書室利用の活性化が図られていました。
芸術文化の推進については、生の音楽や芸術に触れることが少ない小さな町にとっては、関心の高まる魅力的で質の高い芸術・文化に触れる機会の創

出を今後も継続して取組む必要のある事業であります。
　児童館の推進及び放課後児童健全育成事業については、子どもたちが放課
後や土曜日、長期休業中の時間を安心かつ有意義に過ごせるよう、力いっぱ
い遊ぶ場としての児童館だけではなく、ほっと一息つける憩いの場となって

おりますが、安全面を十分に考慮し、小学校との連携を密にした取組も検討
していただきたいと思います。
教育委員会
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